
 

 

一般社団法人 

岩手県社会福祉士会 
活用ガイド 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

2025年 7月 17日 

 
 Iwate Association of Cerftified Social Workers 



1 

 

岩手県社会福祉士会へようこそ！ 

■社会福祉士会とは P2 

■岩手県社会福祉士会の組織体系 P３ 

■総会に参加してみよう P４ 

■委員会の委員になるには P５ 

■研修に参加してみよう 

・基礎研修 

・専門研修（認定研修） 

・その他岩手県士会独自の研修 

・e-ラーニング講座を受講してみよう 

P６ 

■認定社会福祉士になるには P９ 

■スーパービジョンを受けよう（バイジーになる） P11 

■スーパーバイザーになるには P１２ 

■ソーシャルワーク実践を発表してみよう 

・実践研究発表会 

・全国大会 

P１３ 

■成年後見人になるには P14 

■ぱあとなあ会員になったら P１５ 

■社会福祉士実習指導者になるには P16 

■災害支援活動（災害ソーシャルワーク）について P17 

■ホームページを活用してみよう P１８ 

■社会福祉士会の会員になるには P2１ 

■寄付金のお願い P2１ 
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社会福祉士会とは 
 

社会福祉士は、社会福祉士の名称を用いて、専門的知識及び技術をもって社

会福祉に関する相談援助を行うことを業とする名称独占の国家資格でありま

す。 

近年、生活・福祉ニーズの多様化等に伴い、社会福祉士の活躍の場は、高齢者

支援、障害児・者支援、子ども・子育て支援、生活困窮者支援といった分野のみ

ならず、教育や司法などの様々な分野に拡がっています。 

また、社会福祉士は、個別の相談援助のほか、自殺防止対策、成年後見制度の

利用支援、虐待防止対策、矯正施設退所者の地域定着支援、依存症対策、社会

的孤立や排除への対応、災害時の支援、多文化共生など、幅広いニーズに対応

しています。 

地域住民や多様な主体が支え合い、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、そ

して、地域を共に創っていく「地域共生社会」の実現に向けては、社会福祉士が

ソーシャルワークの機能を発揮し、その体制の構築を推進していくことが求めら

れています。 

ソーシャルワークの機能は、権利擁護・代弁・エンパワメント、支持・援助、仲

介・調整・組織化、社会資源開発・社会開発などが挙げられますが、ソーシャルワ

ークの専門職である社会福祉士には、多様化・複雑化する地域の課題に対応す

るため、他の専門職や地域住民との協働、福祉分野をはじめとする各施設・機関

等との連携といった役割を担っていくことが期待されています。 

社会福祉士会は、会員一人ひとりが社会福祉士として、ソーシャルワークの専

門性を発揮できるよう支援するための活動を行っています。 

 

                                                    2025 年版 
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一般社団法人 岩手県社会福祉士会運営組織図 
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総会に参加してみよう 

■岩手県社会福祉士会の総会とは 

・ 当会における総会は、すべての正会員で構成されています。（定款第１１条） 

・ 総会は、定時総会として年 1回、毎事業年度終了後 3 ヶ月以内に開催する

ことになっています。定時総会のほか、必要に応じて臨時総会として開催す

ることがあります。（定款第１３条） 

・ 総会は、定款の変更、役員の選任・解任、毎年度の決算の承認、会員の除

名、会の解散や残余財産の処分などを議決する機関です。（定款第１７条） 

■総会における議決権 

・ 議決権は、正会員 1名が 1つずつ持っています。（定款第１７条） 

■総会への参加方法（議決権の行使） 

・ 総会には、議決権を持つ正会員の過半数以上の『参加』が必要です。 

（定款第１７条） 

・ この『参加』には 3通りの方法があります。正会員の皆様には、いずれか 

の方法で総会に『参加』いただくことになります。（定款第１７条） 

 

方法その① 

【 出席 】 

方法その② 

【 書面表決 】 

方法その③ 

【 他会員への委任 】 

•総会当日、その場に

〔出席〕する。 

•総会当日、その場には

〔出席しない（欠席）〕

が、〔決議事項（議案）に

ついて書面で賛否を提

出〕する。 

•総会当日、その場には

〔出席しない（欠席）〕が、

〔他の正会員に自分の議

決権の行使を委任〕す

る。 

   ※新型コロナウィルス感染予防を受けて、オンラインでの総会参加を行う方法 

を設定しました。2024年度 2025年度は、ハイブリッド開催しています。 

総会に参加して、質疑に加わってみましょう！ 

 

 

 

 

 

■会員情報誌「ニュースレター」の定期発行 
・  総会の開催は、ニュースレターで案内いたします。 

・  当会では、定期的（年 4 回）にニュースレター（会報）を発行し、会員に情報提供し

ています。「リレートーク」等の連載で、会員の声を取り上げ、多様な紙面構成とな

っています。 
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■議案の審議 

・ 前述の方法で総会に『参加』した正会員のうち、過半数の賛成を得ることで、 

その決議事項（議案）は成立します（議案内容によっては、過半数よりも多くの 

賛成（3分の 2以上の賛成）を必要とするものもあります）。（定款第１７条） 

 

・ 正会員の皆様には、毎年度５月に議案集とあわせて「議決権行使書」をお送 

りします。 

 

・ 「議決権行使書」は、総会への出欠の確認をさせていただくとともに、欠席の 

場合の書面表決、他会員への委任を行う書面となっており、総会までに必ず 

ご返送いただくようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会の委員になるには 
 

 

書面表決や委任での参加方法もありますが、総会には、できる

だけ多くの会員に『当日出席』いただき、決議事項や報告事項（前

年度の事業内容や当年度の事業計画について等）を直接聞いて、

質問やご意見などをお聞かせいただきたいと考えております。 

他に会員からの質問や意見を聞くことで、会の活動や会員と

しての自身の考え方がより深まります。 

お忙しい中とは存じますが、ぜひご出席をお願いいたします。 

岩手県社会福祉士会では、各ブロックから各委員会の委員を選任いただ

き、委員会活動を実施しています（P3組織図参照）。 

いずれかの委員会の委員となって活動を行いたい方は、各ブロック事務

局へご相談ください。 

また、ブロック事務局の連絡先や各委員会の活動内容、委員を知りたい

場合は、会員全員へ送付される総会議案集で確認することができます。 
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生涯研修センターいわて 
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「生涯研修センターいわて」では、次のような独自研修を実施しています。 

 

生涯研修センターいわて 

●レポート・論文作成研修(基礎研修Ⅰ必須受講) 

●基礎研修修了者フォローアップ研修 

●独立型・フリーランス社会福祉士研修 

●スーパービジョンアップデート講座・情報交換会 
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当会では視聴料を負担しておりますので、岩

手県社会福祉士会正会員には、多くのコンテ

ンツを無料でご視聴いただけます。 

（※有料コンテンツもあります） 
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ソーシャルワーク実践を発表してみよう 
 

■岩手県社会福祉士会「実践研究発表会」 

岩手県社会福祉士会では、毎年２月頃を目安に、県内の社会福祉

士の実践研究を発表いただく機会を設けています。 

発表者は6名。基礎研修Ⅱ以上を修了した会員から２名、その年度

に指定されたブロック・委員会から各２名の会員を推薦いただき、学

会形式（１人発表 15分、質疑１５分）で開催します。 

県士会会員のほか、他団体や大学生や専門学校生にも幅広く参加

を呼びかけ、１年に１度、さまざまな領域の社会福祉士の実践研究を

発表する場としています。 

 

■「日本社会福祉士会全国大会・社会福祉士学会」 

 日本社会福祉士会が主催し、全国持ち回りで開催される日本社会福

祉士会全国大会の２日目に「社会福祉士学会」が開催されます。 

 会員は、この学会に申し込みし、個人発表を行うことができます。 

 発表者は次の６つの分科会のうち、いずれかを選択します。 

①権利擁護、②生活構造、③相談援助、 

④地域支援、⑤福祉経営、⑥実践研究 

発表者のうち１名を全国大会・社会福祉士学会に派遣！ 
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成年後見人になるには 
 

 

権利擁護センター「ぱあとなあ岩手」では、専門職後見人となる社会福祉士の

養成・育成の業務や、地域の関係機関が実施する権利擁護支援のサポート（相談

対応、講師・委員の派遣等）を行っています。 

 成年後見制度は、高齢や障害などにより、判断能力が不十分なために法律行

為における意思決定が困難な方の判断能力を補う制度であり、その方の生命、

身体、自由、財産等の権利を擁護することを目指した制度です。 

 

 

 

社会福祉士会における成年後見人等候補者の養成課程は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成
年
後
見
人
材
育
成
研
修 

基
礎
研
修
Ⅰ
～
Ⅲ 

 

名
簿
登
録
研
修 

ぱ
あ
と
な
あ
岩
手
入
会 

名
簿
登
録 

後
見
活
動 

受講を通じて、社会福祉士に共通する
専門性の基礎を身につけたうえで、 後見
人養成研修を受講することで、 成年後
見に関する相談対応や、受任者としての
活動の質を担保しています。 

実際に後見活動を行うには、ぱあとなあ
岩手の後見人として名簿登録が必要です
（名簿は家庭裁判所に提出しています）。    

名簿登録には、社会福祉士会会費とは
別にぱあとなあ会費（名簿登録料）がかか
ります。名簿登録者は、ぱあとなあ岩手の研
修 に原則無料で参加できます 

修了 修了 修了 

名簿登録者の中から家

庭裁判所へ後見人等候

補者を推薦 

岩手では 2023 年開催、

次回は2025年予定（他

県で受講もできます。） 
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ぱあとなあ会員になったら 
 

 

 

 

 

 

■ぱあとなあが実施する研修や登録者の支援 

・ぱあとなあスキルアップ研修（年５回）ほか、各ブロックで研修会を企画 

・オンラインシステムでの定期報告（２月） 

・面談による後見活動の報告、相談（ブロックごと、おおむね８月） 

・無報酬や低額な報酬で受任せざるを得ない会員への独自の助成制度 

 
 

 

 

 

 

 

■ぱあとなあ会員としての地域貢献  

・市民後見人養成研修の運営の協力（講師派遣など）  

・市町村社協等で実施する法人後見の運営委員やアドバイザー業務  

・市町村の成年後見制度利用促進の取り組みへの協力 など 

 

 

 

 

※ぱあとなあ会員と市民後見人との違い 

  ぱあとなあ登録せずに市民後見人として活動したいと考える方がいるかもしれませんが、

専門職後見人（弁護士会、司法書士会、ぱあとなあ会員）ではないため、原則専門職との複

数後見となります。また、市民後見人に監督人が選任されることがあります。 

 

養成研修を修了し、ぱあとなあの名簿登録をした後は後見活動に従事するこ

とになります。後見人等としての活動の質を担保し続け、さらに高めていくた

めに、研鑽を重ねていきます。 

また、実際に後見人等として活動するだけでなく、地域の中で、親族や市民

後見人なども含めて本人を支えるのにふさわしい成年後見人等が選任され

るための仕組みや、選任後に支えていくための仕組みなど、 いわゆる【地域

における権利擁護ネットワーク】の中での活躍も期待され ています。 

ぱあとなあでは、弁護士会・司法書士会等と連携した取り組みも行っていま

す。定期的に意見交換を行っているほか、研修会の開催、関係機関へ意見

書の提出等を行っています。成年後見関連の異なる業種との交流で、ネット

ワークに広がりができます。 
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実習指導者になるには 

 

実習施設等における相談援助実習（※）を指導する実習指導者は、社会

福祉士の資格を取得した後、相談援助業務に 3 年以上従事した経験を有

する者であって、かつ、実習指導者を養成するために行う講習会（厚生労

働大臣が別に定める基準を満たすものとしてあらかじめ厚生労働大臣に

届け出られたもの）を修了した者であること、とされています。 

※新カリキュラムにおいては「ソーシャルワーク実習」 

■実習指導者を養成するために行う講習会 

「社会福祉士実習指導者講習会」として、各都道府県士会で定期的に開

催されています（岩手県では、県士会・岩手県立大学・盛岡医療福祉スポー

ツ専門学校の共催）。 

 施設・事業所では、この講習会修了者がいないと実習受け入れを行うこ

とができませんので、計画的な実習指導者の確保・養成が必要です。 

【研修カリキュラム】（参考：2025年度開催） 

■当会では、上記講習会を修了した実習指導者等を対象に「実習指導者フ

ォローアップ研修」を定期的に開催しています。 
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災害支援活動（災害ソーシャルワーク）について 
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当会では、202４年にホームページをリニューアルいたしました。 

新ホームページは、よりすっきりと見やすいサイトデザインとなり、スマ

ートフォンの閲覧にも対応しています。 

また、これまで以上にホームページの更新や必要な情報掲載を行えるよ

うになりました。 

ホームーページは、誰でも閲覧できる公開ページ（一般ページ）と、正会

員のみが閲覧できる会員専用ページがあります。 

ぜひご活用ください。 

https://www.iwate-csw.or.jp/ 
 

ホームページを活用してみよう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

      

 

 

 

【WEBCAS メール一斉配信システムの御案内】 

ホームページの他に、「WEBCAS」メール一斉配信システムを導入し、会員

個々の ID/PWを登録し、随時情報提供しています。個人で ID/PWの登録

内容変更することで、会員情報を更新することが出来ます。 

「WEBCAS」登録の詳細は、事務局に問い合わせ下さい。 

（e-mail：info@iwate-csw.or.jp） 

 

●「岩手県社会福祉士会の紹介」では、県士会の定款や事業体系、組

織運営図、各委員会の取り組み内容等が掲載されています。 

●「新着情報」には、当会が主催する研修の情報を掲載。研修の開催

要項や申込書のダウンロードのほか、申込フォームでの参加申込も可

能です。 

●「お問い合わせ・相談フォーム」で、WEB 福祉相談や入会申込書類

の請求ができます。 

 

●正会員のみ利用可能 

 ※パスワードがおわかりにならない場合は、事務局へお問い合わせ

ください。 

●会員のみを対象としたお知らせや、各種申請様式、研修の課題様

式等のダウンロードができます。 

 

 

 

 

 

一
般
ペ
ー
ジ 
会
員
専
用 
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ホームページの利用方法  2025 年度現在 
 

【ホーム画面（一般ページ）】 

 
 

【会員専用ページ】 

 

研修の情報をチェック！ 

下部の「お知らせ一覧」から過

去の情報も取得できます。 

ここから会員専用ページへ 

パスワードを入力します。 

※パスワードは毎年５月発行の 

ニュースレターでお知らせします。 

お問い合わせ

フォームへ 
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社会福祉士会の会員になるには 
 

「まだ入会していない…」という方、当会に仲間入りして一緒に活動してみま

せんか？  

当会の【会員】には以下の種類があります。 

 

〇正会員：社会福祉士として登録している方 

 

 

 

 

 
 

〇賛助会員：当会の事業にご賛同いただける個人・法人・団体 

 

 

 

 

 

                        

・ 社会福祉士及び介護福祉士法の規定により社会福祉士として登録し 

ており、かつ、岩手県内に住所または勤務先を有している方は「正会 

員」となります。 

・ 正会員の年会費は 15,000 円（2025 年度現在／なお、初年度の

み別途入会金 5,000 円が必要です。） 

・ 30 歳以下の入会者は、初回の年会費と入会金は免除されます。 

・ 総会の議決権行使、基礎研修、成年後見人材育成研修の受講など、 

正会員のみが対象となる活動も少なくありません。 

・ 当会の目的に賛同し、本会の活動をサポートしてくださる「賛助会

員」を随時募集しております。 

・ 賛助会員の年会費は、法人 10,000 円／1 口以上、個人 5,000 円

／1 口以上、学生１０００円／1 口以上 

・ 当会の発行物を定期的にお送りします。 

・ ホームページ等でお名前をご紹介します。（個人の方は希望者のみ）  
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〇社会福祉士会の会員になるには 

 

 

 

 

 

 

〇社会福祉士登録完了前に入会手続きをしたい場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

〇会費を納める方法 
 

 

 

 

 

 

 

■寄付金のお願い 

 

 

 

 

■入会手続きの流れ（正会員の場合） 

入会の問い合わせは、以下の方法でお願いします。 

（電話）0１９-６１３-550５ 

（FAX）0１９-６１３-550６ 

＊ホームページの「WEB 福祉相談、お問合わせ」サイトから請求 

いただけます。 

①氏名 ②住所をお知らせいただければ、入会申込資料一式を送付 

いたします。 

■入会は随時受付中！ 

 

■会費の口座引落 

・ 入会初年度の年会費及び入会金の口座引落は、入会手続が完了した

翌々月の中旬に行なわれます。 

・ 翌年度以降は、毎年 4 月中旬にその年の年会費の口座引落が行われ

ます。 

・ 引落時期には口座残高のご確認をお願いいたします。 

・ 国家試験の合格発表後～5 月頃は、社会福祉士振興・試験センター

への社会福祉士登録申請が集中し、社会福祉士登録証の発行に時間が

かかる場合があります。 

・ 基礎研修に申し込みたい等、登録証が届く前に当会への入会申込を

行いたい方は、事務局に御相談下さい。 

・ 寄付金を随時受付けています！ 

・ 会の運営費は、会費・委託事業・参加費・寄付金から成り立っています。委員会や 

ブロック活動の充実、事務局体制の整備には会費以外の収入が必要になります。 

・ 県民の福祉の向上の活動に、寄付のご協力を宜しくお願い致します。 
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岩手県社会福祉士会は 

地域福祉サービスの推進と発展を図り、 

県民の社会福祉の向上に寄与します。 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 岩手県社会福祉士会 

【事務局】 

〒020-0816 岩手県盛岡市中野 2丁目 16-1 SETビル 3階 A号室 

TEL 019-613-5505／FAX 019-613-5506 

業務時間 9:00〜17:00 


